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報 道 
資 料 関西学院 

か ん   せ い   が く   い ん 

WEEKLY NEWS 
関西学院入学式のお知らせ 

 関西学院では、各大学・学校・幼稚園で2018年度春学期の入学
式を下記のとおり執り行います。 
 

関西学院大学入学式 

■日時：4月 2日（月）13:00 ～ 

  学部：理工・総合政策・教育学部 

■日時：4月 3日（火） 9:00 ～ 

  学部：神・社会・法・人間福祉・国際学部 

■日時：4月 3日（火）13:00 ～  

  学部：文・経済・商学部 

※場所はいずれも 西宮上ケ原キャンパス 総合体育館 

※YouTubeでライブ中継をします。 

 

関西学院大学大学院入学式 

■日時：4月 2日 （月） 10:30 ～  

■場所：西宮上ケ原キャンパス 中央講堂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖和短期大学入学式 

■日時：4月 2日 （月）10:30 ～  

■場所：西宮聖和キャンパス 山川記念館 
 

関西学院初等部 

■日時：4月7日（土）10:00～ 

■場所：宝塚キャンパス 初等部ベーツチャペル 
 

関西学院中学部 

■日時：4月4日（水）9:00～ 

■場所：西宮上ケ原キャンパス 高中部礼拝堂 
 

関西学院高等部 

■日時：4月5日（木）9:30～ 

■場所：西宮上ケ原キャンパス 高中部礼拝堂 
 

関西学院千里国際中等部・高等部 

■日時：4月4日（水）10:00～ 

■場所：千里国際キャンパス 体育館 
 

関西学院幼稚園 

■日時：4月11日(水）9:20～ 

■場所：西宮聖和キャンパス 幼稚園ホール 

3/24 SGH甲子園～明日、西宮上ケ原キャンパスで 

全国101校の高校生が課題研究発表で競う 

全国のスーパーグローバルハイスクール（SGH）の高校生たちが取り組ん
だ課題研究の成果を競う「SGH甲子園」が3月24日（土）、関西学院西宮上ケ
原キャンパスで開催されます。北海道から宮崎県まで、全国101校の高校生
たちがプレゼンテーションやディスカッションに臨みます。部門ごとに審査員
によって選ばれた優秀な研究には、最優秀賞・優秀賞が与えられます。文部
科学省大学入学者選抜改革推進委託事業の一環で、昨年度に続き2度目
の開催です。全国のSGH校が集まる課題研究発表会としては最大規模のも
のとなります。 

■日  時：3月24日(土) 10:00 ～ 17:00 
■場  所：関西学院 西宮上ケ原キャンパス 
       ・中央講堂（開会式、表彰式、閉会式）、 
       ・G号館（プレゼンテーション・ポスター・ディスカッション会場） 
■対  象：全国の高校生と教職員・保護者、 
        主催大学の学生・大学院生等 
■参加校：全国のスーパーグローバルハイスクール校、 
        SGHアソシエイト校から101校  
■プログラム： 
10:00～10:30 開会式 
 
11:00～14:45  
研究成果プレゼンテーション（25チーム 5チーム×5会場） 
研究成果ポスタープレゼンテーション（97チーム） 
ラウンドテーブル型ディスカッション（1テーマにつき6名 全3テーマ） 
企業・団体によるセミナー・個別相談・資料配付 
 
15:00～15:45  高校生交流会 高校教員交流会 
16:00～17:00  表彰・閉会式 
 
■主  催：関西学院大学、大阪大学、大阪教育大学 
■共  催：早稲田大学 
■後  援：滋賀県、京都府、京都市、大阪府、大阪市、兵庫県、神戸市、 
         西宮市、奈良県、奈良市、和歌山県、和歌山市の各教育委員会 

 

■問い合わせ先：関西学院広報室（0798・54・6017） 

発表は、研究成果プレゼンテーショ
ン（日本語か英語）、研究成果ポス
タープレゼンテーション（日本語か英
語）、ラウンドテーブル型ディスカッショ
ン（日本語）の3部門に分かれ、「外国
人観光客向け医療アプリ開発」「初等
教育におけるプログラミング教育」と
いったテーマから「なぜ女性はインス
タ映えにこだわるのか」「自然災害発 
生時に多文化間で発生する問題とその解決策」など多岐にわたります。終
了後には、出場した高校生同士の交流会と、高校教員同士の交流会も予定
され、それぞれの研究などについて自由に交流、意見交換していただく場と
なります。 

 
 教育改革最先端の学びと、その学びに取り組む生徒たち、さらには課題研
究や主体性の評価方法の開発の取り組みなどについて、ぜひご取材頂け
ればと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年の閉会式でのエキシビジョン発表 
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